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『『高校サッカーボーイズU-18高校サッカーボーイズU-18』』
はらだ みずき 作はらだ みずき 作

　高校３年生の遼介は、サッ
カー部内のＡチームに昇格を果
たすものの、試合に出場する
チャンスをつかめずにいた。高
校総体を区切りに引退か、それ
とも最後まで続けるのかの決断
を迫られ…。

『夏休みの秘密の友だち』『夏休みの秘密の友だち』
富安 陽子 作富安 陽子 作

　キツネ一族から不思議な力を
受け継いだユイとタクミ。パパ
のふるさとで夏休みを楽しんで
いた二人は、キツネのお面をか
ぶった男の子から、山で開かれ
る不思議なお祭りの事を知らさ
れて…。

『百花』『百花』
川村 元気 作川村 元気 作

　認知症と診断され、徐々に息
子を忘れていく母と、母との思
い出をよみがえらせていく息子。
二人には忘れることのできない
「事件」があった。現代に新た
な光を投げかける、愛と記憶の
物語です。

■令和元年度葛巻町成人式典

▽日　時　８月15日(木)　午後１時30分から

▽場　所　グリーンテージ

▽対　象　平成30年度中に満20歳になった人
（平成10年４月２日～平成11年４月
１日生まれ）のうち、現在、町に住
民登録されている人、または平成25
年度に町内の中学校を卒業した人
※対象者には案内を送付します。

▽その他　会場には一般席を設けますので、ご
　　　　　家族も自由に観覧できます。
問教育委員会 ☎66-2111 内線276

真剣な表情で式典に臨む新成人（昨年の成人式典の様子）

1森田智己さんから基本の姿勢を学ぶ児童たち
2メダリストの泳ぎを目の当たりにして驚く児
童たち3スピードに乗って泳ぐ森田智己さん

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　
　

森
田
智と

も

み己
さ
ん
が
楽
し
く
指
導

町内の小学生44人が参加
メダリストの泳ぎに瞳輝く
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４
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６
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繰
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と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
経
験
を
生
か
し
た
深
み
の

あ
る
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葉
に
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　町教育委員会では、豊かな心を育む読書の大切
さを再認識し、読書への関心を高めることを目的
に、第40回読書感想文コンクールを開催し次の
とおり作品を募集します。
　一般の部は、読書感想文のほか読書体験記も併
せて募集します。題名、地区名、職業、氏名、年
齢を記入し、公民館へご応募ください。また、小
学校、中学校、高校の部は、各学校に提出してく
ださい。
　全部門とも応募作品数は１人１点とし、応募期
限は10月31日(木)です。
　入賞者は、来年２月15日(土)に開催される「第
20回子どもの未来を考える町民のつどい」の席
上で表彰します。

部　門 400字詰め原稿用紙

小
学
校

低学年の部  ２枚以内（500字以上）

中学年の部  ３枚以内（1,000字以上）

高学年の部  ３枚以内（1,000字以上）

中学校の部  ４枚以内（1,400字以上）

高　校の部  ５枚以内（1,800字以上）

一　般の部  ５枚以内（1,800字以上）

 第40回町読書感想文
 コンクール作品募集

応募締切 
10/31㈭

問公民館 ☎66-2111 内線162


